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川
口
新
左
衛
門
（
一
七
八
〇
〜

一
八
六
四
、
貞
澄
、
新
平
）
は
、
安
永

九
年
村
田
村
（
現
・
菊
池
市
村
田
）
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
寛
政
四
年
（
ま
ま
、

寛
政
六
〔
一
七
九
四
〕
年
の
誤
り
か
）

十
五
歳
の
時
、深
川
手
永
の
会
所
見
習
、

文
化
年
間
に
は
深
川
会
所
詰
本
役
・
水

次
村
庄
屋
、
文
政
年
間
に
は
深
川
会
所

手
代
役
・
手
永
見み
か
じ
め締
・
村
田
村
庄
屋
役
、

加
え
て
唐か
ら
も
の
ぬ
け
に

物
抜
荷
改
方
横
目
・
郡
代
衆

手
附
横よ
こ
め目
・
御お
こ
お
り郡
筒つ
つ
も
命
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
寸
志
に
よ
り
、
郡
代
直

触
・
諸
役
人
段
を
経
て
、
文
政
十
二

（
一
八
二
九
）
年
五
十
歳
の
時
に
は
、

苗
字
・
刀
御
免
の
在
御
家
人
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
左
衛
門
は
天
保
二
（
一
八
三
一
）

年
に『
土
貢
管
見
録
』（
上・中・下
巻
）、

同
九
（
一
八
三
八
）
年
に
『
郡
政
夢
物

語
』
を
著
し
、
前
者
に
よ
り
「
作
紋
袷

羽
織
一
ツ
」
を
下
賜
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
土
貢
管
見
録
』
は
、
上
巻
は
見み

ず図

帳
・
御
土
免
な
ど
四
〇
ヶ
条
、
中
巻
は

徳と
く
掛か
か
り御
免
な
ど
四
〇
ヶ
条
、
下
巻
は
給

地
・
山
林
・
御
惣
庄
屋
等
の
勤
料
な
ど

二
十
五
ヶ
条
、
付
録
「
御
免
方
年
表
之

事
」
で
は
、
天
正
元
（
一
五
七
三
）
年

か
ら
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
ま
で

の
二
七
〇
年
間
の
年
貢
な
ど
税
制
の
変

遷
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
期
の
肥

後
農
政
研
究
に
は
第
一
級
資
料
と
い
っ

て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　
『
郡
政
夢
物
語
』
は
、『
土
貢
管
見
録
』

に
基
づ
き
、
夢
物
語
に
托
し
て
、
農
村

の
実
情
を
訴
え
、
地
方
・
民
力
の
盛
衰

や
検
見
・
請
免
の
得
失
、
御
免
方
・
質

地
・
譲
地
の
方
法
を
説
き
、
夢
中
の
老

先
生
に
「
民
治
は
勸
農
力
田
・
質
素
倹

約
」
と
説
か
せ
、自
ら
も
「
質
素
倹
約・

備
荒
を
務
め
、
農
民
の
生
計
を
改
め
、

貢
法
を
改
革
す
べ
し
」と
力
説
し
ま
す
。

（
上
妻
博
之
著
『
肥
後
文
献
解
題
』）

　
そ
の
後
、
天
保
十
年
に
宇
土
・
下
益

城
両
郡
催
合
新
地
築
立
見
習
出
役
、
同

十
二
年
に
は
宇
土
郡
松
山
手
永
北
浦
海

辺
御
新
地
築
立
御
用
懸
に
任
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。『
御
奉
公
附
一
代
記
録
』
に

よ
れ
ば
、安
政
三（
一
八
五
六
）年
に「
役

方
六
十
年
余
之
勤
且
在
役
人
心
得
方
之

書
物
を
も
著
述
い
た
し
、
後
年
逸
稜
之

為た
め
あ
い合
ニ
相
成
候
付
、
目
録
之
通
被
下
置

之
」
と
褒
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
文
責
）
社
会
教
育
指
導
員堤　

　
克
彦

INFORMATION

文
教
菊
池
の
人
々
（
江
戸
期
の
人
物
篇
）

シ
リ
ー
ズ
㉖

　

わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
ハ
ー

ト
ス
マ
イ
ル
集
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
集
会
で
は
、
人
権
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
も
と
に
し
た
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、
話
し
合
い
を
す
る
も
の
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
そ
の
集
会
の
グ
ル
ー

プ
の
班
長
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
班
の
人
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表

と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
言
葉
を
き

め
ま
し
た
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
発
表
で

は
、「
み
ん
な
笑
顔
に
し
よ
う
！
」

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
み
ん
な
が
楽
し
く
明
る
い

笑
顔
の
絶
え
な
い
学
校
に
し
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

大
切
に
し
た
い
言
葉
を
決
め
る
時

は
、
い
ろ
い
ろ
な
言
葉
が
出
ま
し
た
。

例
え
ば
「
絆
、
勇
気
、
笑
、
仲
間
」

の
４
つ
が
あ
り
、わ
た
し
た
ち
は「
仲

間
」
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は

２
つ
あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
仲

間
は
ず
し
を
し
な
い
で
し
た
。
も
う

ひ
と
つ
は
、
仲
間
を
大
事
に
す
る
で

し
た
。
こ
の
２
つ
の
理
由
で
意
見
が

固
ま
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
制
作
活
動
が
あ
り
、
制
作

活
動
は
、
大
切
に
し
た
い
言
葉
を
折

り
紙
な
ど
で
、
画
用
紙
に
文
字
を

作
っ
た
り
す
る
活
動
で
す
。
み
ん
な

で
折
り
紙
を
ち
ぎ
っ
て
、
の
り
を
つ

け
て
、
協
力
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

と
て
も
き
れ
い
に
で
き
た
の
で
、
良

か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
制
作
活
動
を
通

し
て
、
前
の
自
分
を
ふ
り
返
っ
て
み

ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
誰
か
と
遊
ぶ

と
き
に
「
こ
の
人
は
入
れ
よ
う
。
こ

の
人
は
、
い
や
だ
！
」
と
仲
間
は
ず

し
を
し
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

ハ
ー
ト
ス
マ
イ
ル
集
会
で
、
仲
間
は

ず
し
は
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。自
分
の
気
持
ち
は
、言
葉
じ
ゃ

な
い
と
伝
わ
ら
な
い
と
学
び
ま
し
た
。

　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
に
は
、
み

ん
な
で
遊
ん
だ
り
、
楽
し
ま
せ
た
り

す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
仲
間
を
大
切
に
し

て
、
仲
間
は
ず
し
を
し
な
い
で
、
み

ん
な
で
仲
良
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

川
口
新
左
衛
門

『
土
貢
管
見
録
』

『
郡
方
夢
物
語
』を
著
述

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ハ
ー
ト
ス
マ
イ
ル
集
会

        　
　

河
原
小　

小
山
奈
津
美

（
平
成
19
年
度
卒
） 40

川口家の墓と新左衛門の碑文

問い合わせ先  ☎（23）1155
夢 美 術 館 情 報

●菊池市文化協会合同展
期間 : ９月 17日（水）～９月 23日（祝）
●菊池渓谷フォトコンテスト入賞作品展
期間 : ９月 27日（土）～ 10月８日（水）
※９月 24日（水）は休館日

　７月 18日開催された教育委員会議で、菊池
政隆公墓（泗水町豊水・安国寺裏）が市の指定
文化財とされ、市内の指定文化財は 143件（国
４・県 23・市 116）になりました。
　菊池政隆は、菊池氏 22 代惣領・能運（よ
しゆき）が 24歳の若さで没した後、永正元年
（1504）、その遺命（故人の残した命令）によ
り跡を継いだ人物で、代々続いた菊池一族の血
族としては最後の惣領です。しかし、家臣団
と豊後大友氏の画策により、継承後わずか３カ
月でその座を追われてしまい、菊池氏の家督を
継承した菊池武経（大友惟長）との争いに敗れ、
永正６年（1509）、現在の墓地がある安国寺
で自刃して果てた、悲運の武将です。享年 19
歳の若さでした。

　地域の文化財は地域の皆さんによって守られ
るものです。今後も、市の文化財保護にご協力
をお願いします。
問い合わせ先　生涯学習課文化振興係

「菊池政隆公墓」を
市指定文化財に

ウェルシティー熊本（永野修一）

期間:９月９日（火）～９月21日（日）

　次世代に残したい美しい熊本や九州などの
自然や風景などを写真に記録しました。ぜひ、
ご高覧ください。

「ウェルシティー熊本」フォトサークルの写真展

支
給
対
象
者　

10
月
１
日
現
在
で
次

の
①
②
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
障
害
者
手
帳（
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②
菊
池
市
の
住
民
票
に
１
年
以
上
記

載
さ
れ
て
い
る
人

③
公
的
障
害
年
金（
障
害
基
礎
年
金
・

障
害
厚
生
年
金
・
障
害
共
済
年
金
）

を
受
給
し
て
い
な
い
人

支
給
額　

５
、０
０
０
円
（
年
額
）

支
給
予
定
日　

12
月
下
旬

申
請
手
続
き　

印
鑑
・
障
害
者
手
帳
・

振
り
込
み
希
望
の
通
帳
が
必
要
で
す

受
付
期
間

　

10
月
１
日（
水
）〜
10
月
31
日（
金
）

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
は
除
く
。

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

福
祉
課
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
N
H
K

放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り

ま
す
。

全
額
免
除　

こ
れ
ま
で
は
身
体
障
が

い
者
・
重
度
の
知
的
障
が
い
者
が
対

象
で
し
た
が
、
重
度
以
外
の
知
的
障

が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

半
額
免
除　

こ
れ
ま
で
は
世
帯
主
が

視
覚
障
が
い
者
・
聴
覚
障
が
い
者
・

重
度
の
肢
体
不
自
由
者
で
あ
る
人
が

対
象
で
し
た
が
、
重
度
の
内
部
機
能

障
が
い
者
・
重
度
の
知
的
障
が
い
者
・

重
度
の
精
神
障
が
い
者
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

そ
の
他　

N
H
K
放
送
受
信
料
の
免

除
を
受
け
る
た
め
に
は
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

印
鑑
・
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
左

記
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
10
月
１
日
よ
り
新
た
に
免
除
の
対

象
と
な
る
人
に
つ
い
て
、
免
除
申

請
の
仮
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先　

福
祉
課
、

各
総
合
支
所
民
生
課

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
で
は
、
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
こ
と
が
事
業
主
の
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
被
害
を
受

け
た
労
働
者
の
働
く
意
欲
を
低
下
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
企
業
に
と
っ
て
は

生
産
性
の
低
下
、
イ
メ
ー
ジ
の
低
下

な
ど
見
逃
せ
な
い
問
題
で
す
。「
会

社
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
づ
ら
い
」

「
相
談
し
て
も
十
分
対
応
し
て
も
ら

え
な
い
」
な
ど
の
相
談
も
雇
用
均
等

室
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
熊
本
労
働
局
雇
用
均
等

室
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
相
談
員
を
配
置
し
、
事
業
主
や

男
女
労
働
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

相
談
受
付
時
間
な
ど

○
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
祭
日
を
除
く
）

○
第
２
・
第
４
火
曜
日

　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相

談
員
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
相
談
先

　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
８
６
５

　菊池市女性団体代表者会は“男女がともに輝き支
えあう社会（男女共同参画社会）”の実現を目指し
ています。一人ひとりが大切にされ、誰もが自分ら
しく生きる喜びを実感できるまちづくりのために、
市民フォーラムを開催します。
と　き　９月６日（土）
　　　　午後１時 30分～午後３時 30分
ところ　菊池市文化会館　小ホール
講　師　荒井勝彦氏（熊本学園大学経済学部教授）
演　題　「地域の中で考える働き方・暮らし方」
～ワーク・ライフ・バランスを求めて～
その他　手話通訳あり　無料託児あり
（原則２歳～就学前※相談に応じます。９月３日（水）
までにご予約ください）
主　催　菊池市女性団体代表者会
共　催　菊池市
問い合わせ先　男女共同参画推進室

「第９回きくち市民フォーラム」
を開催します（入場無料）

菊
池
市
身
体
障
が
い
者
等

福
祉
年
金
支
給
申
請
手
続

き
の
ご
案
内

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と

し
た
N
H
K
放
送
受
信
料
の

免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
す

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
は
事
業
主
の
義

務
で
す
！

全額免除 半額免除

身　　体
障がい者

世帯全員が市町
村民税非課税

•世帯主が視覚・聴覚
障がい者

•世帯主が重度（１級
または２級）の障が
い者

知　　的
障がい者

世帯全員が市町
村民税非課税

世帯主が重度（Ａ判定）
の知的障がい者

精　　神
障がい者

世帯全員が市町
村民税非課税

世帯主が重度（１級）
の精神障がい者
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